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第 3章 南洋群島：委任統治と民族調査 
 南洋群島は、第一次世界大戦終了後、ドイツ敗戦に伴って 1922に国際連盟から日本に管









































































中国回教総連合会は、1938 年 2 月に華北地域で組織された統治機構であり、宣伝活動に
必要な中国ムスリムの歴史や宗教活動について調査していた。大日本回教協会は 1938年に
東京で設立され、日本のイスラーム世界への宣伝と調査研究活動をしていた。1933 年に設
立されていたイスラム学会が母体となり、1938 年に組織を拡大して回教圏攷究所が創設さ
れ、1940 年に回教圏研究所と改称した。この機関が学術的なイスラーム研究をおこなって
いた。戦時中のムスリム調査は、民族研究所による蒙疆回民調査、帝国学士院東亜諸民族
調査室の回民調査、および大日本回教協会のモロ族調査があった。これらの調査の社会背
景と軍事的な意味を分析した。 
イスラーム研究を促進した国策として、中央アジアに画策していた親日イスラーム政権
樹立というムスリム工作を前提に戦前のイスラーム研究の政治性を分析した。この時期に
イスラーム研究に従事した人々は、「時局」の要請に従っただけなので、戦後の研究には継
承されず忘却されたことを明らかにした。 
  
終章 近代日本の学知と人類学 
 近代日本のアカデミズムは、政治的な問題に深く関わっている。本論文は、近代日本の
人類学を対象に、帝国日本の学知を分析した。欧米に遅れて国民国家建設をした日本は、
人類学の移入と植民地の獲得が、ほぼ同時並行に進んだ。戦前の人類学者たちは、大学で
専門的に人類学を学ぶ機会が限られていたので、異なる専門から人類学へ変更した人たち
ばかりだった。戦前の人類学者は、第一に社会主義運動、第二に登山、第三に宗教学から
人類学に専門を変えた人たちが多い。 
人類学のフォールドワークは、純然たる学問的な動機が出発点にあるとしても、他方で
政治的な要素が絡んでくる。1930年代は、独立を目指す民族の国家建設を支援することで、
傀儡政権による実質的な植民地拡張路線へと変化した。傀儡政権では、直接的な日本統治
を強制することはできず、現地の文化を尊重し、間接的な統治政策が基本であった。人類
学が植民地の統治や傀儡政権の政策に直接関与したことは少ないが、現地事情を掌握した
上で、統治政策を進めるため、現地で人類学者が求める民族誌的情報と同じものを収集す
る必要性があった。植民地から傀儡政権へ、そして占領地、勢力圏、戦略展開地域へと、
人類学的研究の対象を拡大していた。 
帝国が異文化を併呑する構造として、「異化」と「同化」の相反した力学が、帝国日本の
異民族統治政策として作用してきた。帝国の戦力範囲を対外的に膨張させてきた帝国の力
学が、周縁の異民族の民族誌的知識を必要とした。ナショナリズムを喚起し民族形成を促
進する「民族」の「学」として「民族学」が帝国日本の戦略として期待された。 
日本の人類学は、過去の大日本帝国の異民族統治の政策と密接に結びついている。近代
日本の植民地支配の文脈に人類学的知の形成を位置づけた。 
